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おわりに 

 

 

最近、一連の会社不祥事の背景として、企業倫理の必要性が認識され、強調されてきている。本

書は、技術者が実際に直面するモラルに関わるジレンマを疑似体験することにより、技術者のモラ

ルに対する「感受性」や「分析力」、そして「判断力」を高めることができるユニークな教材であ

る。 

企業倫理に関する書籍は、これまでに企業の不祥事が発覚するたびに数多く出版されてきたが、

いずれも教材として利用するには内容が難しかったり、事例が身近な問題ではないなどの難点があ

った。しかし、本書は教材として利用することを意識した構成となっているため、「自己学習」あ

るいは「グループ学習」に利用できる工夫がされている。掲載されている７つの事例（ケーススタ

ディ）は、どれも読者を引きつける内容であり、熟読して各チェックポイントをクリアすれば、モ

ラルの感性を磨くことができる。 

本書の“まえがき”には、モラルを単なる「精神訓話」とせず、モラルに関する実際の問題を取

り上げ、モラルの向上と維持に役立てるため、いかなる方法を用いればよいのか、目標とチェック

ポイントを具体的に提示したことを強調している。職場でモラルの問題に直面したときに、どのよ

うに受け止め、判断し、行動すればよいかという要点を知りたい読者にお勧めの一冊である。 


